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種
と
、
こ
れ
ま
で
の
感
染
防
止
対
策

の
励
行
が
引
き
続
き
必
須
で
す
。 

こ
の
様
な
中
、「
会
」
と
し
て
の

取
り
組
み
は
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
が

必
要
な
時
期
で
す
。 

７
月
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
に
続

き
今
後
、
８
月
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
と
９
月
の
ブ
ド
ウ
狩
り
、
そ
し
て

定
期
総
会
は
１
０
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見

な
が
ら
予
定
通
り
の
実
施
か
否
か

の
判
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

昨
年
・
一
昨
年
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、
幾
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
「
中
止
」 

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
こ
そ
は
、
各
種
対
策
を
講
じ
な
が

ら
何
と
か
実
施
し
た
い
と
の
思
い

が
あ
り
ま
す
、
開
催
が
決
ま
っ
た
イ

ベ
ン
ト
に
は
皆
さ
ん
の
参
加
を
是

非
お
願
い
し
ま
す
。 

へ
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

と
り
わ
け
「
石
橋
」
の
比
例
区
で

の
議
席
は
立
憲
民
主
党
で
七
番
目
の

当
選
と
な
り
、
私
達
の
地
道
な
取
り

組
み
が
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。「
石

橋
」
お
よ
び
「
徳
永
」
は
、
国
会
に

欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
人
材
で
あ

り
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
最
後
ま
で
の

ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。 

な
お
、
選
挙
総
括
に
つ
い
て
は
別

途
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
と
共
に
論
議
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。 

 

参
院
選
の
結
果
と
今
後
の
課
題
！ 

 「
平
和
・
人
権
・
暮
ら
し
」
を
争

点
と
し
た
第
２
６
回
参
議
院
選
挙

は
、
自
・
公
が
改
選
議
席
の
６
３
議

席
を
大
き
く
上
回
な
ど
与
党
勝
利
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
改
憲

勢
力
」
は
、
改
憲
の
発
議
に
必
要
な

「
３
分
の
２
」
を
超
え
る
議
席
を
確

保
し
ま
し
た
。 

与
党
の
大
勝
で
あ
り
、
立
憲
民
主

党
を
始
め
と
す
る
野
党
の
「
惨
敗
」

と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
は

防
衛
力
増
強
や
改
憲
等
「
数
を
背
景

と
す
る
強
権
政
治
」
を
許
さ
な
い
と

共
に
、
与
党
が
公
約
と
し
た
物
価
高

な
ど
へ
の
早
急
な
対
処
等
に
つ
い
て

厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

 

参
議
院
議
員
選
挙
で
支
援
候
補
当
選
！ 

 
 
 

 
 

 
 

 

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝 

NTT 労組  札幌退職者の会 
札幌市中央区北１条西４丁目ＮＴＴ大通４丁目ビル

4Ｆ 

会 

長 
 

佐 
 

野 
 

浩 
 

一 

  

石橋みちひろ 徳永 エリ 

編集責任者 

（北海道選挙区） （比例区） 

三期目 三期目 

私
達
が
取
組
ん
だ
参
院
選
は
！ 

 

今
後
の
取
組
み
に
向
け
て
！ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
既
に
二

年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
ま
た
し

て
も
「
第
七
波
」
の
到
来
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
８
月
頃
が
ピ

ー
ク
と
の
専
門
家
の
コ
メ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
が
、
四
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接 

 

井川 公男 (011)222-4771 
http://www.sawayaka-sapporo.net 
E-mail:satsutai1@bz01.plala.or.jp 

ぶ ど う 狩 り の ご 案 内 

退職者の会の大人気イベント「ぶどう狩り」を次のとおり実施します
ので、多数の皆様のご参加をお待ちしています。 
なお、今回の昼食は「お弁当とソフトドリンク」で、アルコール類の

提供はいたしません、ご了承ください。 

◆ と  き ９月 1６日（金） 
◆ 行 き 先 さくらんぼ山観光農園（仁木町） 
◆ 参 加 費 一人 2,000 円（同行者は配偶者のみ） 
       ※ さくらんぼ狩りに参加しなかった新会員は一人 

1,000 円（配偶者も同じ） 
◆ 集合場所 市民ホール前広場（中央区大通り西１丁目） 
◆ 集合時間 午前９時受付開始 
       受付終了後１号車から順次出発 

（途中、金山パーキングにて休憩） 

◆ 申 込 み 同封のハガキで 
         ８月２６日（金） 
         まで。 

         不参加の方は返信不要 

◆ 問 合 せ 事務局 222-4771 
             （安部、沖） 

※ マスク着用で参加願いします 
※ 当日の緊急連絡先 安部携帯 090-8908-6993 
※ コロナ感染拡大の状況によっては中止する場合もあります 

 

市民ホール 
前 広 場  

 

昨
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
は
参
議
院
選

挙
に
向
け
、
組
織
内
候
補
の
擁
立
を

決
め
ま
し
た
。
以
降
、
様
々
な
取
り

組
み
を
展
開
し
、
私
た
ち
退
職
者
の

会
（
以
下
、
「
会
」
）
も
そ
の
中
核
的

な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
推
薦
す
る

候
補
へ
の
支
援
や
紹
介
等
の
協
力
を

お
願
い
し
、
そ
の
結
果
、
極
め
て
厳

し
い
状
況
の
中
、
比
例
代
表
「
石
橋

み
ち
ひ
ろ
」
及
び
選
挙
区
で
は
「
徳

永
エ
リ
」
の
両
名
を
共
に
三
度
国
会 
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親睦パークゴルフ大会 

５
名
で
、
会
員
は
日
頃
か
ら
健

康
増
進
と
親
睦
を
兼
ね
て
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 

『
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
交
流
コ
ン
ペ
』
を
開
催
！ 

 

初
夏
の
過
ご
し
や
す
い
気
候

に
恵
ま
れ
た
６
月
８
日(

水)

、 

石
狩
市
の
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
Ｃ
Ｃ

石
狩
コ
ー
ス
に
て
恒
例
の
「
ゴ

ル
フ
サ
ー
ク
ル
交
流
コ
ン
ペ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

札
幌
退
職
者
の
会
に
登
録
さ

れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
の

親
睦
と
交
流
を
目
的
に
、
ゴ
ル

フ
愛
好
者
３
７
名
が
参
加
し
、

日
頃
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
培
っ

た
技
能
を
発
揮
し
、
真
剣
な
プ

レ
ー
で
ゴ
ル
フ
仲
間
同
士
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。 

な
お
、
札
幌
退
職
者
の
会
に 

登
録
さ
れ
て
い
る
ゴ
ル
フ
サ
ー

ク
ル
は
、
５
サ
ー
ク
ル
・
１
５ 

 

各  賞  氏 名（サークル名） グロス ネット 
 
優  勝  吉岡 孝由（四木会）  92  71.6 
 

準 優 勝   佐野 浩一（四木会）  83  72.2 
 

１  位  山本 和範（個人参加） 73   73 
 

２  位  佐藤 義彦（四木会）  90  73.2 
 

３  位  児玉 義秀（ゆうじ会） 85  73.2 
 

ベスグロ  山本 和範（個人参加） 73  73 

〈表 彰 者〉 

【開会式】 

 ５月発行の「さわやか札幌」第２０３号
に同封しました「お楽しみクロスワードク
イズ(第１６回)」は、その解答が公職選挙法
上不適切と解釈される可能性があることか
ら、抽選による景品の提供については中止
とさせていただきます。 
 ご応募いただいた会員の皆様には大変ご
迷惑をお掛けしますがご了承いただきます
ようお願いいたします。 
 

ＮＴＴ労組 札幌退職者の会 事務局 

９月１日は防災の日です！ 

家族で避難場所・防災グッズ等を確認し、災害に備えましょう 
 

 恒例の札幌退職者の会「親睦パークゴルフ
大会」を開催します。 
 
◆ 日 時 
  ８月２６日(金)９時スタート 
  (８時受付開始、８時３０分～開会式) 
◆ 場 所 
  札幌パークゴルフクラブ「福移の杜」 
  札幌市北区篠路町福移１５４－３ 
        (☎３７４－８０００) 
◆ 対象者 
  札幌退職者の会会員及び配偶者・NTTOB 
◆ 参加費 
  一人 １，０００円 
◆ 競 技 
  ３６ホールストロークプレー 
◆ 入 賞 
  団体賞(各地区毎の上位５名の合計点数) 
  今回は個人賞なし、ホールインワンあり   
◆ 申込締切 ８月１６日(火) 
◆ 申込先  電話 ２２２－４７７１ 
       FAX ２２２－００１７ 
   (札幌退職者の会／事務局 安部・沖) 
  ※サークル会員の方は、サークル代表者を

通して申込み願います。 

昨年に続いて今年も会員の皆さんのご協
力により「２０２２会員近況」を発行する
ことができました。 
今回は、「さわやか札幌(第２０２号)」

にて近況報告をお願いしたところ、７５２
名の方から提出をいただきました。 
コロナ禍も新変異株ＢＡ.５の拡大で、第

７波の到来が現実のものとなり、なお一層
の感染防止対策が望まれます。 
同期会・同窓会など多人数で集まるのは

困難な状況の中、懐かしい人々を思い出し、
心の安らぎに役立てば幸いです。 

お詫びとお知らせ 会員近況報告同封のお知らせ 
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
ご

自
分
の
財
布
を
開
い
て
お
札

を
一
枚
見
て
く
だ
さ
い
。 

表
面
に
「
総
裁
の
印
」
裏

面
に
「
発
券
局
長
」
の
印
が

押
し
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ

れ
が
篆
書
体
（
て
ん
し
ょ
た

い
）
の
印
で
す
、
落
款
な
ど

に
用
い
る
印
章
を
彫
る
こ
と

を
篆
刻
と
言
い
ま
す
。 

主
に
篆
書
体
を
石
や
木
や

竹
の
根
に
印
刀
で
彫
る
こ
と

か
ら
篆
刻
と
言
い
ま
す
。 

私
が
篆
刻
を
始
め
た
の
は

平
成
２
８
年
４
月
か
ら
で

す
。
何
も
解
ら
ず
い
き
な
り

教
室
に
入
り
ま
し
た
。
白
石

区
の
ル
ー
シ
ー
篆
刻
教
室
で

す
。
生
徒
は
８
人
で
先
生
は

女
性
で
す
。
毎
月
二
回
の
教

室
で
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
用
具
を
揃
え
て
翌
週

か
ら
早
速
始
め
ま
し
た
。 

ま
ず
何
と
い
う
字
を
彫
る

か
何
セ
ン
チ
の
石
に
彫
る
か

朱
文
に
す
る
か
白
文
に
す
る

か
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
印

稿
の
作
成
で
す
。
こ
れ
を
先

生
に
見
て
い
た
だ
き
補
稿
し

ま
す
。 

こ
れ
を
石
の
印
面
に
布
字

(

石
面
に
鏡
文
字
を
書
く)

し

ま
す
。
い
よ
い
よ
石
を
刻
す

る
作
業
で
す
。 

私
は
印
刀
の
持
ち
方
も
解

ら
ず
、
金
槌
で
彫
る
面
を
叩 

私
が
留
萌
か
ら
市
外

局
へ
転
勤
に
な
っ
た
時

４
歳
だ
っ
た
息
子
に
は

有
難
い
事
に
孫
が
３
人 

も
い
ま
す
。 
 

大
学
１
年
と
高
２
の 

男
２
人
、
中
１
の
女
の

子
。 

 

上
の
２
人
は
サ
ッ
カ

ー
漬
け
で
明
け
て
も
く

れ
て
も
サ
ッ
カ
ー
三
昧

で
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で 

い
っ
さ
い
試
合
の
応
援

に
行
け
な
い
事
が
残
念

で
す
。 

 

３
人
共
通
し
て
云
え

る
こ
と
が
、
じ
い
ち
ゃ

ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と 

 3 人の孫紹介 菅沢 ケイ子（西区）  

の
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
こ
れ
は

出
来
な
い
な
と
思
い
ま
し
た

が
、
そ
う
で
は
な
く
印
刀
を
押

す
か
引
く
か
し
て
石
の
面
を
削

っ
て
い
き
ま
す
。 

一
番
先
に
彫
っ
た
字
は
「
国

士
無
双
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

先
生
に
よ
る
補
刀
指
導(

刻

し
た
石
を
先
生
が
修
正
し
ま

す)

を
受
け
て
こ
れ
を
押
印
し

ま
す
。
こ
れ
が
作
成
ま
で
の
一

連
の
作
業
で
す
。 

印
材
は
７
㎜
か
ら
７
５
㎜
角

位
で
青
田
石
と
い
う
石
や
桜
の

木
で
す
。
今
ま
で
彫
っ
た
作
品

は
百
顆
（
ひ
ゃ
っ
か
）
を
超
え

ま
し
た
。
（
※
顆
は
篆
刻
の
単

位
） 

以
前
総
合
文
化
祭
に
も
出
品
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

展
覧
会
は
毎
年
社
中
展
で
グ
ル

ー
プ
内
の
人
で
開
い
て
い
ま
す
。 

今
年
も
大
通
り
の
札
幌
資
料
館

で
１
１
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

是
非
朱
白
の
世
界
を
お
楽
し
み
下

さ
い
。 

 

 

ペ
ッ
ト
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

奥 

晴
夫
（
北
広
島
市
） 

 

て
も
や
さ
し
く
、
い
つ
も
身
体

の
事
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
事

が
嬉
し
い
で
す
。 

そ
し
て
３
人
が
と
て
も
仲 

が
良
く
、
喧
嘩
を
し
て
い
る
の

を
見
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

女
の
子
は
、
絵
・
ピ
ア
ノ
が

す
ば
ら
し
く
、
将
来
こ
の
ど
ち

ら
か
を
選
ぶ
の
か
と
思
っ
て
い

た
ら
、
本
人
は
陸
上
が
一
番
好

き
だ
と
の
こ
と
、
将
来
、
女
・

桐
生
選
手
に
な
る
か
も
？
、
健

康
に
気
を
つ
け
、
将
来
を
見
届

け
た
い
も
の
で
す
。 

 

そ
の
為
に
、
じ
い
ち
ゃ
ん
は

お
酒
の
量
を
涙
ぐ
ま
し
い
努
力

を
し
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
甘
い
物

を
グ
ッ
と
我
慢
を
し
、
一
日
一

万
歩
歩
く
努
力
を
し
て
い
る
毎

日
で
す
。 

 
孫
が
３
人
も
い
る
お
陰
様
で

健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝

で
す
。 

 

 

（今まで彫った作品） 

（
篆
刻
作
業
中
の
島
田
さ
ん
） 

退
職
後
の
「
二
人
だ
け
」

に
プ
ラ
ス
１
の
選
択
と
し

て
、
盲
導
犬
協
会
の
パ
ピ
ー

を
預
か
っ
て
い
ま
す
。 

生
後
４
５
日
、
約
４
㎏
と

「
可
愛
く
、
ヤ
ン
チ
ャ
」
な

仔
も
約
１
年
間
で
人
間
の
生

活
と
同
調
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
お
別
れ
で
す
、
お
別

れ
は
パ
ピ
ー
の
門
出
で
す
。 

委
託
終
了
の
日
は
察
知
し

た
行
動
な
の
か
？
、
ど
の
仔

も
昨
夜
ま
で
自
分
た
ち
に
甘

え
て
い
た
の
に
、
訓
練
士
さ

ん
に
尻
尾
を
フ
リ
フ
リ
後
ろ

も
振
り
向
か
ず
犬
舎
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。 

「
人
が
大
好
き
」
「
遊
ぶ

こ
と
大
好
き
」
「
お
仕
事
大

好
き
」
の
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
・

レ
ト
リ
バ
ー
で
す
。 

※
パ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
カ
ー
制
度

と
は
、
盲
導
犬
候
補
の
子
犬
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　     2022年(令和4年) 7月31日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

☆ 米 寿
佐々木千寿子 穂苅　　稔 小林　タイ子 吉岡　孝由

☆ 喜 寿 　

中田　茂昌 佐藤　貫也 片岡　孝幸 坂口　正剛 阿部　　健 齋　　　武

池端　勝義 前田　昭子 酒井　重壽 谷本　寛治 廿日岩　諭 加藤　孝彦

西岡　重利 村本　勝子 斉藤　政男 竹山　　洵 井形　煜夫 畑澤　満江

高橋　義子 原山　優子 小林　征夫 福田　弘務 曽我部信始郎 筒渕　祐幸

西田　雅彦 堀　　定雄 石井　正美 森本　隆司 溝渕　　忠

☆ 古 希
矢島　三広 小柳　義則 平田　純一 光村　正三 土江美智子 秋田　洋一

名取　礼子 稲葉　孝行 東海林伊智子 山口由美子 広島　孝利 竹島　龍一

高橋　　進 田村　知幸 永橋　　浩 神谷　昌利 笠木　順子 中田　善章

木下　暢道 桑原　敬周 土岐　毅俊 大和田信夫 佐野真知子 川口　立也

与坂　一夫 鎌田　裕嗣 平澤　敬一 嘉藤田　敬 神取　　智 和泉　義博

中嶋　隆一 藤堂　　清 木無　英範 斎藤　慶一

【本人の訃報】

石黒 和夫さん 76歳 (豊平区) 没05月12日 阿部 武夫さん 86歳(豊平区) 没05月31日

朝倉 邦彦さん 82歳 (東　区) 没06月07日 桑沢富貴恵さん 72歳(東　区) 没06月03日

西岡 重利さん 76歳 (江別市) 没06月17日 中 尾 昭 さ ん 69歳(東　区) 没06月25日

太 田 宏 さ ん 82歳(南　区) 没06月30日 大久保容子さん 92歳(厚別区) 没07月09日

星野 年枝さん 79歳(北　区) 没11月19日 新井　　等さん 75歳(北　区) 没07月14日

山田 繁さん 95歳(東　区) 没07月15日

【配偶者の訃報】

斎藤テル子さん 宏二郎様(厚別区) 没06月10日 工藤むつ子さん 君一様(厚別区) 没０７月０８日

照井  和夫 豊平区 　原田　一美 　南　区

池田　　洋 藤澤　行雄 石川マサ子 井川　公男 高岸　幸子 美谷　晴子

三宅喜美子 畠山みのり 萬年　清一 本間祥一郎 蛯名　建公 川村　幸枝

　上村　成子 平崎　　博 本間　　忠 藤江照代四 正司　芳子 阿部　　進

松原　淳二 斉藤　　聡 阿達　孝次 國本　和子 石川冨美雄 大谷　　知

奥村　匡東 谷　　宣広 村上　克則 池田　芳雄 相馬　政雄 藤田　勝吉

安部　秋博 山本　　勤 中田　晋治 江田　輝雄 島田　和吉 杉山　正子

大谷　俊夫 大内　　正 廣田　　喬 小笠原克幸 大留　喜子 福岡　高惠

小神　浩子 笠木　順子 廣田　孝子 小山田　緑 城地　良和 大泉　廣己

         第204号

※　さわやか札幌２０３号に誤って4月、6月生まれの人を掲載しましたので、２０４号では5月、7月

55生まれの人を掲載しました。

※　さわやか札幌２０2号で古希の氏名に誤りがありました。（誤）井森　敏行さん（正）井盛　敏行
555さんでした。

おめでとうございます (5月と7月生れの方) (敬称略)

古切手・リングプル・書き損じハガキをいただきありがとうございます（敬称略)

ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて戴きます。ご協力有難うございました。

お悔み申し上げます

訂正しお詫び申し上げます。

新会員紹介（敬称略）

【お盆休み期間の緊急連絡先】８月１１日（木）～８月１５日（月）迄

★事務局長 安部秋博 090-8908-6993 ★事務局次長 沖 貞一 090-2699-7126


